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マラソン大会の前日に、五木ひろしさんを招いてコンサートを開催します。
ふるさと美浜での五木さんの唄を皆さんぜひお楽しみください。

第19回 美浜･五木ひろしマラソン参加者募集！第19回 美浜･五木ひろしマラソン参加者募集！

開催日　　5月13日(日) コース　　丹生～佐田間の
　　　　　　　　日本陸連公認コース

距離・種目

  受付期間

   参加料 ● 一般　　　　　　　  2,500円
● 小･中学生、高校生　1,000円
● 親子１組　　　     　2,000円

3月12日(月)～4月13日(金)

距　離 種　　目

1.5㎞
親子の部(小学1～4年生・200組)
小学生男子の部・女子の部(小学5年生以上)

   3㎞ 50歳以上男子の部・一般女子の部
中学生男子の部・中学生女子の部

   5㎞
29歳以下男子の部・30歳代男子の部
40歳以上男子の部
29歳以下女子の部・30歳以上女子の部

10㎞ 一般男子の部・一般女子の部
 20㎞ 一般男子の部・一般女子の部

申込方法

　競技参加希望の方は、必ず所定の用紙に必要事項を
ご記入の上、郵便振込み・インターネット・携帯電話
サイト・電話により、エントリーセンターへお申し込
みください。
　なお、大会の運営上、参加者数の制限を設定してい
ますので、ご了承ください。
※町内の方は直接、大会事務局（町総合体育館内）へ　
　お申し込みいただいても結構です。その場合、手数　
　料はかかりません。

※〈お問い合わせ先〉美浜・五木ひろしマラソン事務局（町総合体育館内） ☎32‐3200
　〈お申し込み先〉美浜・五木ひろしマラソンエントリーセンター
　　【インターネット・携帯サイト】www.runnet.jp/　【申込電話】☎03‐3714‐7924

五木ひろしふるさとコンサート五木ひろしふるさとコンサート

日 時　5月12日(土)
　　　　午後4時30分開場・午後5時開演
会 場　町総合体育館

※お問い合わせ先　五木ひろしふるさとコンサート実行委員会(町商工観光課内)　☎32－6705　

　県内外から多くの人が町に集ま
り、町が最もにぎわうスポーツイベ
ント「美浜･五木ひろしマラソン」が
今年も名誉町民である五木ひろしさん
のご協力のもと開催されます。

　美しい海を眺め、人とふれあい、潮の香
りを肌で感じながら若狭湾国定公園の海岸線コースを爽やか
に走ってみませんか？
　皆さんのご参加をお待ちしています！

オリンピック
女子マラソン
銀・銅メダリスト

チケットの購入方法等については下記までお問い合わせください。　

私たちも参加します

美浜ハートフル大使
京都市立伏見工業高校
　　ラグビー部総監督

有森 裕子さん山口 良治さん

　大会当日、午前9時30分から午後12時30分まで
の3時間、佐田交差点から丹生集落口まで交通規制
を行います。ご協力お願いします。

  交通規制
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こんなふうに おれたら い～な～

町
で
は
、
1
月
22
日
か
ら
3
月
14

日
に
か
け
て
、
高
齢
者
を
対
象
に
健

康
や
日
常
生
活
な
ど
に
関
す
る
お
話

と
体
操
を
行
う「
お
達
者
セ
ミ
ナ
ー
」

を
各
集
落
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
て
毎
日
の
生
活
の
過
ご
し

方
や
、
楽
し
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
発
表
し
、
そ
れ
を
基
に
「
こ

ん
な
ふ
う
に
生
活
で
き
た
ら･･･

」
と

い
う
テ
ー
マ
で
楽
し
く
話
し
合
い
を

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
健
康
体
操
と
し
て
、
顔

や
口
、
舌
を
動
か
す
口
腔
体
操
や
音

楽
に
合
わ
せ
て
手
足
を
動
か
す
「
へ

し
こ
ド
ド
ン
パ
体
操
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

1
月
20
日
に
、
美
浜
町
男
女
共
同
参

画
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
は
あ
と
ぴ
あ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
平
成
15
年
に
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
を
策
定
し
、
以
降
、
多
く
の

地域別お達者セミナー地域別お達者セミナー

お互いが支えあう素敵な関係をめざして
美浜町男女共同参画フォーラム美浜町男女共同参画フォーラム

方
に
計
画
の
啓
発･

推
進
を
図

る
た
め
、
毎
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

推
進
集
落
の
1
つ
で
あ
る
上
野

区
の
推
進
員
に
よ
り
、
区
民
の

意
識
調
査
の
結
果
や
夏
祭
り
で

の
取
り
組
み
な
ど
の
活
動
内
容

が
発
表
さ
れ
、
活
動
の
一
環
に

作
成
さ
れ
た
共
同
参
画
を
テ
ー

マ
に
し
た
替
え
歌
を
会
場
の
参

加
者
ら
と
と
も
に
歌
い
、
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
広
瀬
久
美
子
さ
ん
に

よ
る
「
あ
な
た
も
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
〜
女ひ
と

と
男ひ
と

の
素
敵
な

関
係
〜
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

1月31日に行われた佐田公民館でのセミナーの様子

講演をされた広瀬久美子さん
活動内容を発表された
　　上野区の推進員の皆さん
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春のシーズン開幕に
向けてトレーニング

福井県マシン･
　ローイング大会
福井県マシン･
　ローイング大会

佐
田
か
ら
佐
柿
の
区
間
で
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
国
道
27
号
美
浜
東
バ
イ

パ
ス
の
山
上･

佐
柿
間
を
結
ぶ
ト
ン
ネ
ル

の
貫
通
式
が
2
月
2
日
に
ト
ン
ネ
ル
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
バ
イ
パ
ス
工
事
は
、
国
道
27
号
の

渋
滞
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
に
計
画

さ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
昨
年
4
月
か

ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

貫
通
し
た
ト
ン
ネ
ル
は
、
長
さ
が

５
６
０
ｍ
、
片
側
1
車
線
で
幅
が
11
・
5

ｍ
で
す
。
名
称
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
仮
称
「
佐
柿
ト
ン
ネ
ル
」
で
し
た
が
、

国
吉
城
址
の
ふ
も
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
国
吉
城
ト
ン
ネ
ル
」
に
決
定
さ
れ
ま
し

た
。今

後
は
、
開
通
に
向
け
て
道
路
舗
装

や
照
明
設
備
の
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。

渋滞解消にむけて
国道27号･美浜東バイパス

国吉城トンネル貫通国吉城トンネル貫通

1
月
28
日
に
、
県
マ
シ
ン･

ロ
ー
イ

ン
グ
大
会
が
町
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
水
上
で
ボ
ー
ト
を

漕
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
冬
場
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
使
用
さ

れ
る
「
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
」
と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
で
、
漕
い
だ
距
離

や
時
間
を
競
う
も
の
で
す
。

参
加
し
た
中
高
生
や
一
般
の

１
４
０
人
の
選
手
た
ち
は
、
水
上
の

ボ
ー
ト
と
同
じ
よ
う
に
、
力
強
く
エ

ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
を
漕
い
で
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
、
多
く
の
本
町
出
身

の
選
手
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

貫通発破のボタンを押す山口町長(左)

トンネル入口工事現場付近(佐柿)



新
着
案
内

町立図書館　☎３２－００８３  E-mail : tosyokan@town.fukui-mihama.lg.jp
　　　　　　開館時間　午前9時～午後5時（水曜日：午前9時～午後7時） 

図書館
だより

小　

説

山
本
甲
士

星
野
智
幸

日
向　

蓬

石
丸
誠
一

栗
林
佐
知

藤
原
伊
織

桜
庭
一
樹

絲
山
秋
子

柴
崎
友
香

小
手
鞠
る
い

小
池
真
理
子

室
井
佑
月

藤
本
ひ
と
み

真
保
裕
一

堀
川
ア
サ
コ

南
條
竹
則

香
納
諒
一

森
巣　

博

栗
本　

薫

佐
々
木
譲

北
方
謙
三

松
本
清
張

も
り
た
な
る
お

宮
城
谷
昌
光

藤
沢
周
平

宇
江
佐
真
理

山
崎
豊
子

わ
ら
の
人

植
物
診
断
室

匂
い
の
記
憶

キ
ミ
の
と
な
り
で

ぴ
ん
は
ら
り

ダ
ナ
エ

赤
朽
葉
家
の
伝
説

エ
ス
ケ
イ
プ
／
ア
ブ
セ
ン
ト

ま
た
会
う
日
ま
で

ふ
れ
て
い
た
い

水
底
の
光

マ
マ
の
神
様

恋
愛
王
国
オ
デ
パ
ン

最
愛

闇
鏡

鬼
仙

ガ
リ
レ
オ
の
小
部
屋

犯
人
に
願
い
を

逃
げ
出
し
た
死
体

警
察
庁
か
ら
来
た
男

血
涙　

上
・
下

決
戦
川
中
島

戦
国
馬
飼
物
語

風
は
山
河
よ
り

海
坂
藩
大
全　

上
・
下

雨
を
見
た
か

華
麗
な
る
一
族　

上
・
中
・
下
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文学散歩(水郷めぐり)の様子

3月の休館日 5日(月)・12日(月)・18日(日)・19日(月)・21日(水)春分の日・26日(月)

サークルさん こんにちは！サークルさん こんにちは！

「読書会」ってなあに？
　読書会とは、数人の仲間たちと定期的に集まり、読んでき
た共通の本（読書会活動用に同じ本を15冊1セットにした
ものを図書館で貸出ししています）の感想や意見などを語り
合い、交流しながら読書の輪を広げていくグループのことで
す。
　現在、町には「あさひ読書会」「きさらぎ読書会」「やは
ず読書会」の3つの読書会があります。また、年に1度は、
3つの読書会が合同で文学散歩に出かけています。

　あさひ読書会(会長・角脇康江さん)は平成5年6月に活動を開始し、現在の会員数は12人です。
　毎月1回会員の皆さんが図書館の別棟おはなしひろばに集まって、先月持ち帰った本について批
評したり、感想などの意見交換をしています。

～活動中の皆さんにあさひ読書会の魅力についてお話を伺いました～
●読書というのは、自分1人でしている限りは感想も自分1人のものですが、読書会で
同じ本について感想を述べあうことの楽しさ、面白さを発見しました。
　 ●普段の自分であれば、手に取らないような本と出会わせてくれるところも　
　　  読書会の魅力です。
　　　　  ●いろいろな年代･集落のさまざまな活動をしている人と話すことがで　
　　　　    きるのが嬉しいです。
　　　　　　　　●会に入るまでは少し身構えていましたが、心配したほど難し　
　　　　　　　　 くなく、気楽に参加できて楽しいです。

第3回 「あさひ読書会」さん 第3回 「あさひ読書会」さん 
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詠
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ほ
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タ
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シ
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・
テ
ュ
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キ
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一

ム
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ほ
か
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潔
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Y
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g
i
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ザ
イ
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イ
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西
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文
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痂

見
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な
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と

夢
か
現
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熱
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ポ
ン
ち
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毛

正
し
く
時
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に
遅
れ
る
た
め
に

ま
い
に
ち
薔
薇
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辺
聖
子
Ａ
t
o
Ｚ

生
き
て
い
る
こ
と
を
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し
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で

12
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大
人
計
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遺
品
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・
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ザ
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０
０
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地
球
温
暖
化
は
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当
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？

お
と
な
の
い
の
ち
の
教
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ヨ
ガ
の
す
べ
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が
わ
か
る
本
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ー
デ
ザ
イ
ン
・
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イ
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ブ
ッ
ク

ク
ル
マ
洗
車
＆
磨
き
完
全
ガ
イ
ド

着
物
中
毒
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忍
！
手
芸
部

お
も
た
せ
暦

季
節
を
味
わ
う　

野
草
摘
み

言
え
な
か
っ
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ご
め
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な
さ
い

白
川
静
さ
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に
学
ぶ
漢
字
は
楽
し
い
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